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※使用前事業者検査を含む

③制御棒駆動機構の
機能確認

（スクラム検査※等）
【止める】

⑤非常用炉心冷却系
機能などの確認

【冷やす】（7/28実施済み）

①燃料の配置確認※を行い、
制御棒を１組(２本)引き抜いても
未臨界状態であることを確認
【止める】 (6/22実施済み)

②原子炉圧力容器
漏えい確認

【閉じ込める】(7/9実施済み)

④原子炉格納容器
漏えい率確認

【閉じ込める】 (7/18実施済み)

使用済
燃料プール

ポンプ
圧力抑制
プール

資料1

「⑤非常用炉心冷却系機能などの確認」は、7月28日までに実施済み
制御棒駆動機構制御盤の不具合について、調査の結果、端子台に施された亜鉛メッキ箇所にて、
ウィスカと呼ばれる、目視では確認不可能な極めて細い線状金属が発生したことにより、本来は導通
しない箇所の導通を確認した
対策として、全制御棒205体の端子台について、ウィスカが極めて発生しにくいと言われているニッケル
メッキが施された端子台に取替予定
取替後、 「③制御棒駆動機構の機能確認」 を実施予定
引き続き、安全最優先で健全性確認を実施していく

※開放部のみ
再実施予定

※開放部のみ
再実施予定


